
無症状者、県外カウント除く
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発症から受診まで5日以上を要した者の状況

症状があれば早期に受診することが、本人の重症化予防や感染拡大防止のため
に重要。そのためにも、国においても、もっと早期受診の重要性をPRし、
検査体制の充実に努めるべき。

和歌山県のデータ R3.4～R3.5の
60名

受診まで5日以上かかった場合、
約７割の人が肺炎以上の重い症状に

軽快
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軽症

23%

肺炎
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酸素投与

28%

ICU管理

7%

死亡

3%

感染拡大期において、症状があっても、医療機関の受診や、検査の実施に遅れが生じるケースが見られ
たが、どういったことが起きるのか。
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早期受診のメッセージの大切さ


